











た。1928年から 1936年の間，天津において日本人経営の商店は 746軒から 1805軒に増加し，2.4倍
の激増であった（１）。また，天津港対日本輸出入額は総貿易額割合としては 1927年 42.6％，1928年









































中学校 商業学校 工業学校 農学校
1922年 21  8 3 1 3  6
1923年 18 10 1 1  6
1924年 25  9 2 2 12
1925年 33 18 4 11
1926年 31 16 2 1 12
1927年 30 19 2 1 1  7
1928年 27 15 4 1  7
1929年 40 17 8 15
1930年 34 18 7  9



















天津日本商業学校は 1932年 10月 14日に天津日本領事館より同校開設の申請許可が得られ，1933
年 4月に開設された。初代校長を天津高等女学校教諭である若菜佐を指名し，第 1回目の生徒募集は
44名の応募者から 39名を採用した。1933年 7月 8日に初めて外務省・文部省による在外指定学校の
認定を受けた。
天津日本商業学校は初期の頃，日本租界芙蓉街の日本青年会を仮校舎として授業を開始した。1934











































































第 1学年 1 6 5 2 2 5 5 2
第 2学年 1 6 5 2 2 5 5 2
第 3学年 1 5 4 2 5 5 2 3 4
第 4学年 1 3 5 4 5 4 2 3 3










図画 音楽 満蒙及支那事情 実践 体操 計
第 1学年 1 1 4 34
第 2学年 1 1 4 34
第 3学年 4 35
第 4学年 2 2 4 36
























































出身学校 第一学年 第二学年 計
天津日本尋常小学校 32 33 65
大連市早上田尋常高等小学校  0  1  1
神戸市○（27）尋常高等小学校  0  1  1
熊本市大江尋常高等小学校  0  1  1
福岡県尚間尋常高等小学校  0  1  1
福岡県原尋常高等小学校  0  1  1
長崎県多比良尋常高等小学校  0  1  1
茨城県土浦尋常高等小学校  1  0  1
山海関日本小学校  1  0  1
京城師範附属普通学校  1  0  1
北平日本小学校  1  0  1








年　度 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942 1943 1944
在学生数 38 75 110 166 221 267 343 ― 573 ― 657 204
学 級 数 1 2 3 5 7 8 10 ― 15 ― 17 6







官吏 公吏 新聞関係者 会社員 教員 僧侶 医師 海運業 貿易商
4 7 2 10 2 1 3 1 9
通関業 土木建築業 機物業 雑貨商 印刷業 薬種業 染物商 呉服商 金物商
2 2 1 8 1 6 2 2 1
金細工商 質商 燐寸材料商 白米商 骨董商 洋紙商 菓子商 其の他 計


























































































　⑿ 天津日報 1932年 4月 23日付
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